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Abstract
This study aims to describe the features of free education for poor children in late eighteenth-
century Philadelphia.　It focuses on the education of the first Sunday school society in America,
“The Society for the Institution and Support of First-day or Sunday Schools”（the FDS）.　This 
voluntary association was established in １７９０ and was strongly backed by Benjamin Rush, one of 
the most famous advocators of public education during the nation’s Founding Era.　The educational 
policy of the FDS was unique.　The FDS welcomed uneducated, poor children of all religious faiths 
and denominations and provided free instruction in reading and writing using the Bible.　Professional 
teachers were responsible for, not only providing instruction to children but also inspiring them 
to attend their own religious Sunday worship either after or before school, and closely monitoring 
and disciplining the children.　Adopting this educational policy, the FDS was aiming to reform 
the unruly behavior of the poor children and preserve the sanctity of the Sabbath and peace in 
society.　However, the FDS faced a number of difficulties.　These were caused by conflicts and 
interactions among actors such as poor children, teachers, financial contributors, parents, and the 
FDS members, as well as by financial difficulties brought about by being a voluntary association.　
The difficulties the FDS faced suggest that an educational policy that was similar to that of public 
education was not easy to practice in late eighteenth-century Philadelphia.
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要　旨
本稿は、１８世紀末フィラデルフィアの無償貧困児教育の特徴を、１７９０年に設立されたアメリカ初の日
曜学校団体ファースト・デイ・ソサイエティ（FDS）の教育活動の分析を通して捉えるものである。公
教育論者ベンジャミン・ラッシュがその設立に深く関わった FDS は、宗派を問わず全ての貧困児を対
象に聖書による読み書き教育を行い、教師による日曜礼拝への参加促進と生徒の行動監視により、貧困
児のモラルの改良と安息日の保護、そして社会の安寧を成し遂げようとしていた。しかし、公教育にも
近い特異な理念を掲げた FDS は、教育活動を展開する中で、任意団体としての財政基盤の弱さや、貧
困児や教師、寄付者や親、FDS の役員といったアクター同士の衝突や思惑のずれによって生じる様々な
困難に直面し、初期教育理念を修正していった。FDS が直面した困難は、公教育理念に近い教育活動を
１８世紀末に実践することがいかに困難であったかを示している。
キーワード
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は じ め に
本稿の目的は、１８世紀末フィラデルフィアの
貧困児教育活動の実態とその特徴を、１７９０年に
設立された日曜学校団体、ファースト・デイ・
ソサイエティ（The Society for the Institution 
and Support of First Day or Sunday Schools 
in the city of Philadelphia and the Districts of 
Southwark and the Northern Liberties,：以後 
FDS）による教育活動を手掛かりに明らかにす
ることにある。ここに掲げた目的の一部は、ペ
ンシルヴェニアにおける貧困児教育の展開と FDS 
の設立に焦点を当てた別稿において既に論じた
（乙須［２０１７］）。本稿はそこで論じることので
きなかった FDS による貧困児教育活動の実態を、
学校運営方針や教育理念の変容、教師による貧
困児教育実践や貧困児教育観の特徴などの分析
を通して明らかにしようとするものである。
アメリカ初の日曜学校団体である FDS は、
特定宗派の宗教教授を一切行わず、聖書をテキ
ストとした読み書き教育を各宗派の日曜礼拝の
合間に提供するという教育理念を掲げて設立さ
れた。これまでも言及されてきたように、FDS 
が掲げた公教育理念にも似た宗派中立的な教育
理念は、植民地期の宗派別チャリティ・スクー
ルとも、１９世紀初頭の日曜学校やコモン・スクー
ルとも異なるものであった。FDS は日曜学校史
において、日曜学校運動の端緒として位置づけ
られる一方で、その教育理念は、１９世紀初頭以
降の福音主義諸宗派による、自宗派の子ども達
の宗教的回心を目指す日曜学校とは異なるもの
であったことが指摘されている（Boylan［１９８８：
６２１］）。また、公教育史においては、１７９２年に
無償貧困児教育の法制化を州政府に求めるなど
した FDS は、１７８６年に発表されたベンジャミ
ン・ラッシュの公教育構想に続く、改革者達の
「教育的実験」であったと評価がなされている
（Reinier［１９８２：１６２］）１）。
加えて FDS は、ペンシルヴェニアの貧困児
教育の牽引役としてもその存在が言及されてき
た。FDS は１８１９年に全米日曜学校連盟に基金を
引き継ぐ形で活動を終えるが、開校から１０年に
限っても２０００人を超える子ども達を教育し、FDS 
設立後のフィラデルフィアには多数の貧困児教
育を目的とした任意団体が登場している。社会
統制論的立場に立つアレキサンダーは、１８世紀
後半フィラデルフィアにおいて、貧困者の管理
と統制が最も分かりやすい形で行われたのが教
育であり、その中でも、教育を通じて貧困者を
劣位に留めようとした悲観主義的立場におい
て、最も成功したのが FDS であったとしてい
る（Alexander［１９８０：１４１１５８］）。
FDS の試みは、そこで掲げられた教育理念や
学校の規模、継続性において、確かにアメリカ
の貧困児教育史において特筆すべきものであっ
た。しかし、レイニアが「教育的実験」と評し
たように、独立革命期、建国期と隆盛を見せた
公教育論争が下火になる中で、寄付金によって
運営される任意団体 FDS の教育活動が、それ
ほど容易でなかったことは想像に難くない。本
稿で見るように、FDS の教育理念は、教師や 
FDS の役員達、そして貧困児やその親達の衝突
や、思惑のずれの間で修正、変化、調整されな
がら実践されていく。したがって、これらミク
ロな教育活動を分析しなければ、建国期の公教
育論議と、１９世紀初頭のコモン・スクール運動
や日曜学校運動の間に位置するこの時期の貧困
児教育の特徴を真に理解することはできない。
本稿ではこれまでの社会統制論的研究２）や、公
教育理念の教育思想（理論）史的な研究３）では
見過ごされてきた上記の点に留意しながら分析
を進め、全ての子ども達に無償で学校教育を保
障するという公教育理念に近い理念を掲げて行
われた貧困児教育の試みの実態を明らかにする
こととしたい。
なお、設立期については既に別稿で詳しく論
じているため、本稿では簡単に FDS の初期教
育理念を確認した後、学校規則の改訂やテキス
トの選定、生徒の出席や教師の給与をめぐる教
師と学校訪問委員会との衝突、寄付募集戦略の
変容やそこで利用されていく新たな貧困児像な
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どに着目しながら、１７９７年頃までの FDS の教
育活動について論じていく。
１．FDS の設立と初期教育理念の構築
　任意団体 FDS の登場
FDS が設立された１７９０年当時、フィラデルフィ
アはアメリカ合衆国の首都として人口５万人を
超える北東部の大都市であった。フィラデルフィ
アを有するペンシルヴェニアには、植民地創設
者のクェーカー教徒ウィリアム・ペンが掲げた
宗教的寛容性を求めて、ヨーロッパ各地から
クェーカー派や長老派、英国国教会派、ドイツ
系ルター派、アイルランド系カトリックなど多
様な宗派の人々が移住し、その多くが年期奉公
人など貧しい人々であった。
上記のような状況にあったフィラデルフィア
には１８世紀後半より、貧困者や犯罪者、病人や
黒人の救済を目的とする施設や団体など、会員
による寄付によって運営される任意団体（volun- 
tary association）が多く設立された。特に独
立革命以降は、弱者救済や治安維持を目的とし
た団体が乱立し、フィラデルフィアはアメリカ
の社会改革先進地となりつつあった。
貧困児教育についても、１７８６年に発表された
ベンジャミン・ラッシュ（Benjamin Rush）の
公教育制度構想（“A PLAN for establishing 
Public Schools in Pennsylvania, and for 
conducting Education agreeably to a Repub- 
lican Form of Government”）に触発される形で、
フィラデルフィアの雑誌や新聞上では無償貧困
児教育に関する様々な論考が発表されている
（乙須［２００６］）。ラッシュも１７８７年に匿名で、「無
償学校の設立について（“On the establishment 
of free-schools”）」を新聞に発表するが、その
中で、自ら幹部として関わる無料診療所（１７８６
年設立）や溺者救済団体ヒューマン・ソサイエ
ティ（１７８７年改組）、そして奴隷救済団体（１７８７
年改組）や刑務所改革団体（１７８７年設立）など
を引き合いに出した後、次のように言う。
我々の慈悲心の全てを貧困者の健康と生活に
対する援助に使い切るのはよそうではないか。
彼ら（貧困児：筆者）のモラルは、彼らの健
康や生活よりも社会にとってより重大な結果
をもたらす。そして彼らの精神は永遠に存続
し続けるに違いないのである（Rush［１７８７］）。
このようにラッシュは、次なるターゲットとし
て貧困児のモラルや精神を挙げる。そして、そ
れらの改良を目的とする無償学校の設立に着手
していく。
１７９０年１２月に新聞に掲載された FDS の設立
趣意書には、ラッシュの他、以後長きにわたっ
て会長を務める英国国教会派の牧師ウィリアム・
ホワイト（William White）や雑誌『アメリカ
ン・ミュージアム』の編集者でカトリック教徒
のマシュー・ケアリー（Mathew Carey）、その
他、クェーカー商人ら、異なる職業、宗教的背
景を持つ９名が名を連ねた。新聞『ジェネラル・
アドヴァタイザー』には次のようにある。
若者に対する良い教育は、社会にとって最も
重要な事項であるが、両親が貧乏である多く
の子ども達は、彼らが徒弟に出される前に十
分な指導を受ける適切な機会を有してはいな
い。また、大きな都市部の若者の間では、週
の最初の日、つまり宗教的な改善に費やされ
るべき日曜日が、モラルとマナーの腐敗をも
たらすような目的に費やされており、そのよ
うな様々な例が多く見られる。その様な状
況ゆえに、健全な人々の間では、我が市に、
First Day or Sunday Schools を設立するこ
とが、次世代にとって決定的な利益となるで
あろうという意見が出されている〔GA：
１７９０.１２.３１〕４）。
１８世紀末のフィラデルフィアにおいて、中流層
の子ども達は私塾等の教育機関で教育を受ける
ことが次第に一般的となっていた。そのような
状況において、教育を受ける機会を与えられな
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いまま徒弟や使用人となり、安息日である日曜
日の通りの雰囲気を汚している貧困児達に、適
切な教育を施すことで安息日のモラルやマナー
を改善する、そういった目的で FDS は設立さ
れたのである。
　初期規則に見られる FDS の学校運営方
針と教育理念
別稿で既に明らかにしたように、FDS が掲げ
たのは、全ての宗派の子ども達に聖書を唯一の
テキストとした読み書き教育を日曜礼拝の合間
に無償で施すという、公教育にも似た宗派中立
的な教育理念であった。この理念は、植民地期
からの慈善的貧困児教育観を引き継ぎながらも、
公教育思想の基盤でもある共和主義的な平等観
や啓蒙主義的な教育観、そして社会改革期の社
会統制的な貧困児教育観を組み合わせる形でラッ
シュらが形成したものであった（乙須［２０１７］）。本
節では、FDS の会則と初期学校規則を中心に、設
立時の学校運営方針と教育理念を再度確認する。
１７９０年１２月に全体会議（Quarterly Meeting）５）
で決定された会則（表１）を見ると、FDS はま
ずⅠ条として、日曜学校での教授を聖書の読み
書きに限定している〔QM：１７９０.１２.２６〕。その
理由は、ラッシュ曰く、多様な宗派の子ども達
が学ぶ学校のテキストとして特定の教義を含ま
ない聖書が唯一適切なのであり、人間のモラル
やマナーの改良と確立においても聖書の影響は
不可欠であるからであった（乙須［２０１７：２４
２６］）。聖書は FDS の宗派中立性を象徴するも
のでもあり、会員証にも刻印されていた〔BV：
１７９１.１.１８〕。またⅩ条にある日曜学校の開校時
間からは、各宗派の日曜礼拝の尊重という FDS 
の方針が確認できる。
次に運営面については、Ⅱ条にあるようにそ
の経費は年会員と生涯会員の寄付により賄われ、
年４回開かれる全体会議で、活動方針の決定や
寄付金の募集、徴収、管理が行われる仕組みに
なっていた。そして、教師との交渉や教室の管
理等、実質的な学校運営は、Ⅶ条にあるように、
学校訪問委員（Visitors：以後訪問委員）によっ
てなされ、訪問委員は月に一度学校を訪問し、
学校訪問委員会（Board of Visitors：以後委員
会）はその様子を全体会議に報告する義務があっ
た。FDS の初の役員選挙は１月に行われ、ホワ
イトが会長に選出されている〔QM：１７９１.１.１１〕。
１７９１年１月１８日、委員会の初会議が行われ、
FDS は表２のような学校規則を策定している
〔BV：１７９１.２.１〕６）。Ⅰ条では、全ての子ども達を
対象とするという基本方針が掲げられ、Ⅳ条の
教育内容については、会則と同様にテキストを
聖書に限定している。加えてⅢ条では、子ども
達の行動に対する教師の監視が義務付けられて
いる。これら学校規則に掲げられた FDS の初
期教育理念とは、「教育を受けていない全ての
貧困児を年齢や性別、宗派を問わず受け入れ、
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表１　FDS 会則（抜粋）
Ⅰ．これらの学校での教授は、聖書または聖書の一節をテキストとした読み書きに限定される。
Ⅱ．本団体は、本会則に現在及びこれ以後、署名し、署名の際に会計係に寄付をした人々によって構成される。
本団体を支援するため、以後毎年、１　 ドルを支払うことになる。ただ、会計係に１０ドルを支払い、本会則に
署名した人々については、生涯会員としての証明書を受け取ることが出来、それらの人々は、毎年の支払い
を免除される。（略）
Ⅲ．本団体の役員は、会長、副会長、会計、書記からなり、これらの人々は、１　 月の第２週の木曜日に、会員
の多数決により、毎年選出される。（略）
Ⅶ．学校訪問委員、もしくは学校訪問委員会は、毎月１度は学校を訪問し、学校の良き管理に必要だと考えら
れるような規則を策定する。彼らが策定した規則は、次の会合にて、メンバーに報告され、団体のメンバー
による修正や適用不可の判断の決定をうける。委員会は、全体会議の際、メンバーに学校の状況や、そこで
の生徒の進展について報告をする。彼らはまた、教師達との契約や教室の確保のための契約をし、本団体の
休会の間におこる全ての事柄の取引をおこなう。（略）
Ⅹ．本校の開校時間は、宗教礼拝に充てられた時間を妨げないよう調整されなければならない。したがって、
日曜日の午前に開校される。
聖書を唯一のテキストとした宗派中立的な読み
書き教育と、教師による宗教礼拝への参加促進、
行動監視によって貧困児の改良を成し遂げ、安
息日を保護する」、そういったものであった（乙
須［２０１７：２６］）。
上記の方針と理念を掲げて日曜学校は開校を
迎えるが、次章からの具体的な教育実践の分析
に入る前に FDS による州政府への請願に触れ
ておく。FDS は１７９１年１２月、全体会議で請願書
を決議し、州政府に請願を行う。請願は、１７９０
年に制定された州憲法の、「適当な時期が来れ
ば議会は法によって、貧困者が無償で教授を受
けることが出来るように我が州全体に学校を建
設するであろう」という教育条項の早期実現を
求めるものであり、同時に、無償学校を運営す
る任意団体への財政的な支援を求めるものであっ
た。FDS は請願書の中で、FDS での貧困児教
育の成果を強調しながらも、寄付金による学校
運営の厳しさと経済的負担の不平等さを訴え、
税金による支援の必要性を主張する〔QM：
１７９１.１２.２９〕。しかし、請願は失敗に終わる。そ
して、FDS の会則や学校規則の策定委員など、
初期において様々な職を歴任したラッシュは、
請願失敗後、FDS の議事録から名前が消え、
FDS への直接的関与も一つの区切りを迎える。
そして、任意団体として活動を継続していくこ
とになった FDS は、新たな段階を迎えていく
ことになる。
次章では、開校から１７９２年の学校規則改訂ま
でに焦点を当て、公教育に似た教育理念を掲げ
て発足した FDS の貧困児教育の実態を明らか
にしていく。
２．初期教育理念の修正
　FDS の開校と専門教師の雇用
１７９１年３月、FDS は２校の日曜学校を開校し、
その教育活動をスタートさせた。開校にあたっ
て委員会は、２　 名の３０代の教師と雇用契約を結
んでいる。男児向け学校の教師として迎えたジョ
ン・プアー（John Poor）は、ラッシュが創設
に尽力したヤング・レディース・アカデミーの
校長となる人物であり、女児向け学校の教師で
あるジョン・エリー（John Ely）は、後にフィ
ラデルフィアのランカスター・モデル・スクー
ルの教師にも任用されることになるクェーカー
派の教師であった。いずれも教師経験のある２
名の専門教師と契約を結んだ FDS は、フィラ
デルフィアの中心地に２つの教室を借りて開校
を迎える。
開校を人々に知らせるため、FDS は日曜学校
の場所と開校時間、担当教師を明記した広告を
２００部印刷し、公共の場に掲示している。そし
て、「ご希望の方は、皆さんの管理下にある若
者達をこの施設に参加させることができます。
申し込みはそれぞれの教師達のところで受け付
けます。」と、人々に入校を呼びかけている
〔BV：１７９１.３.３〕。
開校１カ月後の委員会では、男女合わせて１６０
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表２　FDS 初期学校規則
Ⅰ．いかなる性別、年令の人もこれらの学校への入学が認められる。学校に入校した者はそこで読み書きの教
授を受ける。授業時間は現在の季節であれば朝の８時から１０時半までとする。夜は４時半から６時半までと
する。
Ⅱ．教師は毎週日曜日、彼等が責任を委ねられている全ての人々を、各々の生徒が所属する公衆礼拝に、病気
やその他充分な理由がない限りにおいて参加させる義務を負っている。
Ⅲ．教師は生徒が学校に清潔な状態で来るように気を配ることになる。もし嘘を付いたり、汚い言葉を発した
り、盗みを働いたり、不作法な態度で話したり、その他不適当な行動をした場合には、教師はその悪い行い
を指摘するであろう。もし何度叱ってもその生徒が改良されない場合には、彼または彼女は学校から追い出
されることになるであろう。
Ⅳ．キリスト教の安息日に関する宗教的監視が、本学校の主要な目的であるので、生徒の課題は旧約聖書と新
約聖書を読むこと、そしてそれらを複写する事に限定されるであろう。
Ⅴ．上記規則のコピーは教室に掲げられ、毎週日曜日に教師によって読まれなければならない。
人の生徒が出席したことが報告され、１００人の
生徒の出席があったプアーからは、契約時の人
数を超えているため、生徒を断っても良いかと
いう問い合わせが委員会になされている〔BV：
１７９１.４.７〕。４０人を基準とした教師との雇用契約
は、想定の倍以上の生徒が集まったことで開校
間もなく見直しを迫られることになった。その
後、FDS は３校目、４　 校目となる学校の設置を
早くも計画している７）。
順調な滑り出しを見せたという報告を受けた
全体会議は、FDS がもたらす「利益」を訴える
という目的の下、下記のような記事を新聞に掲
載している〔BV：１７９１.３.１８〕。
毎年、何百人もの人々がおそらくこれらの学
校を通じて、教育の機会を与えられるであろ
う。そして彼らの悪徳により国の汚点となり、
彼らの悲劇的状況により国の税を増大させた
かもしれない人々が、我が国の繁栄と名声を
高めてくれる人へとなることであろう。公衆
礼拝が行われる通りや場所は、日曜日にこれ
までよりも騒がしくなくなり、またこの組織
が対象としない子ども達も悪い見本と仲間関
係による感染から保護されるであろう〔GA：
１７９１.３.２６〕。
寄付者達に訴えられた「利益」とは、教育を通
じた貧困児の改良と治安維持、そして税負担の
軽減と安息日の保護、また中上流層の子ども達
の「悪徳」からの保護といった点であった。FDS 
は「悪徳」にまみれた貧困児達を「国の汚点」
あるいは「悪い見本」と位置付ける一方で、彼
らを「我が国の繁栄と名声を高めてくれる人」
へと改良するものとして教育を位置づける。そ
して、その点を強調することで寄付者達に自分
達の存在意義をアピールしていくのである。
では、専門教師達によって行われていた貧困
児教育とはどのようなものだったのだろうか、
次節では、開校から１年半後に行われた学校規
則の改訂を一つの手掛かりに、FDS の初期教育
活動を見ていく。
　１７９２年の学校規則の改訂
本節では１７９２年９月に行われた規則改訂の内
容を確認すると共に、改訂の背景にある FDS 
の初期教育活動の実態を捉えることとしたい
（表３）〔BV：１７９２.９.２６〕。
①生徒の実態に合わせたテキストの採用
学校規則の改訂における最も大きな修正、そ
れは聖書の取り扱いについてであった。聖書は 
FDS の宗派中立性を示す象徴であり、聖書の読
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表３　FDS 改訂版規則
Ⅰ．いかなる性別の人も、これらの学校への入学が認められる。そこで彼等は、読みと書きの教授を無料で受
ける。
Ⅱ．教師は訪問委員会に、学校に入校したい生徒の申込書について報告し、委員会はその生徒の入学が適切か
否か判断する。
Ⅲ．教師は毎週日曜日、彼等が責任を委ねられている全ての人々を、各々の生徒が所属する公衆礼拝の場に参
加させ、参加した際にその場にふさわしい丁重さをもって振る舞うよう彼等に勧めなければならない。
Ⅳ．教師は生徒が学校に清潔な状態で来るようにしなければならない。もし嘘を付いたり、汚い言葉を発した
り、盗みを働いたり、不作法な態度で話したり、宗教礼拝をさぼったり、その他不適当な行動をしたりした
場合には、教師はその悪い行いを指摘するであろう。もし何度叱っても、その生徒が改良されない場合には、
教師は訪問委員会に報告することになる。訪問委員会には、そのような不良生徒を除名する権限が与えられ
ている。
Ⅴ．生徒の課題は旧約聖書と新約聖書を読むこと、そしてそれらを複写する事に限定されるであろう。ただし、
低次のクラスにおいては例外的に、スペリング・ブックや初歩読本を用いる。
Ⅵ．教師は彼の学校に在籍する生徒の正確なリスト、もしくは出席簿をつけることになる。出席しなかった場
合、欠席者は充分な弁明をする必要があるが、もし何度も欠席が続いた場合には、その生徒は訪問委員会に
報告されることになる。
Ⅶ．上記規則のコピーは教室に掲げられ、教師が生徒達に時々読み聞かせなければならない。
み書きに限定した教育内容は、FDS の最大の特
徴であった。しかし、改訂版Ⅴ条を見ると、聖
書の他にスペリング・ブックや初歩読本（primer）
が加えられている。
規則にも「低次のクラスにおいては」と但し
書きがあるように、新しく加えられたテキスト
は聖書（Psalter, Testament, Bible）を学ぶ前
の初心者向けのテキストであった。これらのテ
キストは開校直後よりその使用がなされており、
開校して間もなく、委員会はスペリング・ブッ
クの購入を決定している〔BV：１７９１.３.１６〕。FDS 
が受け入れた子ども達の詳細は議事録に記載が
ないが、１７９２年の新聞に掲載された記事からは 
FDS で学ぶ子ども達の層を推測することが出来
る。FDS は、１７９２年２月の新聞で、半年前に実
施した初の公開試験での貧困児の姿を次のよう
に描写している。
生徒達（その中の何人かはほとんど成年に近
いが）は、入学した時にはアルファベットの
綴りを知らなかった。だが、いまや上手に読
み、また書くことができるようになった子ど
も達もいる。共同体の迷惑物ではないにせよ、
少なくとも文明化された社会において取るに
足らない存在になっていたであろう子ども達
は、この学校によって我が共同体の価値ある
メンバーとして育っていく、そういったとて
も喜ばしい見込みが今はあるのである〔GA：
１７９２.２.９〕。
ここにあるように、日曜学校ではアルファベッ
トさえ知らない初学者から、読み書きがかなり
熟達した者まで様々な子ども達を受け入れてい
た。そのため、聖書を読むことが困難な子ども
達には、開校当初よりスペリング・ブックや初
歩読本が用いられていた。スペリング・ブック
は、１８世紀半ばに英語学習の「オーディナリー・
ロード」に加えられたものであり、初学者の綴
り学習を進めるために聖書学習の前に使用され
ていたものであった（Monaghan［２００７：２１３
２３１］）。
また、規則には明記されていないものの、初
学者用とは異なるタイプの本も初期から購入さ
れていた。エリーは、「読みの熟達した女児の
ために」としてモラル・ブックの購入を委員会
に要望し〔BV：１７９２.２.２〕、委員会も教師達に
相談の上で、米英の作家を中心とした本を５種
類選定し、購入している〔BV：１７９２.７.５〕。購
入されたのはスペリング・ブックの他、ケンド
リック（William Kendrick）の『女性の全ての
義務（Whole Duty of Woman）』やマルティネッ
ト（Joannes Florentius Martinet）の『自然の
カテキズム（Catechism of Nature）』といった
本であり、中には高度な読み能力が必要なもの
も含まれていた。
これらの本は、子ども達の学習進度に合わせ
るという目的以外にも、公開試験の優秀者に対
する報奨としても用いられた。FDS は初の公開
試験を９１年１０月に実施し、その際、「読み」「書
き」の他、「よき振る舞い」や「出席の勤勉さ」
といった項目で生徒達を表彰し、報酬として本
を贈呈している。初の試験の後には、「生徒達
の間に見られた進歩と、彼らに顕著に見られた
競争心に非常に満足した」と報告がなされるな
ど、聖書以外の本は、子ども達を競争へと駆り
立てるご褒美としても用いられていた〔BV：
１７９１.１０.６〕。
FDS が購入した本の内容に関する詳細な分析
は別の機会に譲るが、聖書以外のテキストの使
用は、宗派中立的な立場を強調してきた FDS 
の初期教育理念からすれば大きな変更であった。
スペリング・ブックは、初歩読本とは異なり、
子ども達にわかりやすいような身近な場面、す
なわち世俗化されたモラルを取り上げた文例が
多く含まれていた（Monaghan［２００７：８６８７］）。
また、「モラル・ブック」と総称される本も同
様の性質を含むものであった（Reinier［１９８２：
１６１１６２］）。したがって、これらの本の購入と
使用は、フィラデルフィアに住む多様な宗派の
人々を意識した上で、宗派色が極力出ない聖書
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を唯一のテキストとして採用してきた FDS の
教育理念を揺るがすものであった。しかし、こ
こまで見てきたように、子ども達の学習進度に
あったテキストを要望する教師達の教育的配慮
や、子ども達の学習や良き振る舞いを報奨によっ
て引き出そうとする方針によって、宗派中立性
の象徴としての聖書はその意味と重要性を早々
に失い始めていた。
最終的に学校規則のⅤ条は全て削除され〔BV：
１７９２.１１.１〕、会則のⅠ条にもスペリング・ブッ
ク や 初 歩 読 本 の 使 用 が 追 記 さ れ る〔QM：
１７９２.１０.９〕。FDS は聖書を唯一のテキストとす
るという看板を早くも下ろし、これ以後も様々
なスペリング・ブックやモラル・ブック、事典
を購入していくことになる。
②生徒の選別と教師による出席管理
１７９２年の規則改訂のもう一つ大きな修正、そ
れは生徒の入校や出席、除籍に関わる手続きに
関してであった。この点において改訂が加えら
れたのは、改訂版規則のⅡ条とⅣ条、そしてⅥ
条にあたる部分であった。まず、Ⅱ条とⅥ条に
ついては、条項そのものが追加され、入校申込
書の持参と委員会による入校審査の実施、そし
て出席簿による出席管理が新たに規定されてい
る。そしてⅣ条（初期学校規則ではⅢ条）につ
いては、「不良生徒（delinquent）」に対する教
師の厳格な対応と、委員会の権限が最後に追加
されている。
これらの改訂については、いずれも開校直後
からその修正が議論されていた。１７９１年３月、
学校での生徒の言動や身なりに対する教師の管
理を細かく規定したⅣ条に、「訪問委員会には
その様な不良生徒を除名する権限が与えられて
いる」という文言を加えるという決定がなされ
る〔BV：１７９１.３.３〕。開校前になされたこの部
分の改訂理由について議事録に記載はないが、
委員会による除名の権限を明確化する意図があっ
たことは確かである。
Ⅱ条とⅥ条の追加に至る生徒の入校許可と出
席管理については、「教師達から何人かの生徒
が不定期にしか出席しないと不満があった」と
の報告が、開校後間もなくなされたことに端を
発している。報告を受けた委員会は、入校に際
しては、生徒の出席を保障する隣人を連れてく
るか、もしくは彼らの紹介状を持ってくること
を入学の条件として定め、さらに、子ども達の
出席を確実に把握するため、教師達に出席簿を
授業毎につけさせることを決定した〔BV：
１７９１.５.５〕。開校時、生徒の入校は教師達が窓口
となり受付を行っていたが、生徒数も増え、定
期的に出席しない生徒が問題化されたことで、
生徒の入校は委員会によって判断されることと
なり、教師には、出席した生徒の数を確実に把
握し、「不良生徒」や「出席不良者」を委員会
に報告する義務が課せられることになった。
これらの改訂は、委員会と教師の権限を明確
にした単なる運用上の整備ともとれる。しかし、
教育の機会を有していない全ての貧困児を受け
入れ、教師による読み書きの教授と宗教礼拝へ
の参加促進、教室での行動監視によって、安息
日の雰囲気を汚す貧困児を改良し、社会全体の
安寧を保つという当初の目的からすれば重要な
改訂であった。なぜなら今回の改訂は、確実な
出席が約束される子どものみを受け入れ、出席
を厳しく管理した上で、場合によっては「不良
生徒」の除籍も行う、そのような新たな方針を
意味していた。関連していえば、学校規則Ⅰ条
にあった年令に関する語句は改訂後では削られ、
性別に関する文言のみになっている。つまり、
FDS は受け入れる生徒を年齢の面でも限定して
いく８）。全ての子ども達を教育の対象とすると
いう教育理念は、定期的に出席しない貧困児達
を前に、入校者の選別という形をとっていくの
であった。
本節で見てきたように、１７９２年の学校規則の
改訂は、初期教育理念の修正を含むものであっ
た。しかし、それらは理念の意図的な転換や放
棄というよりも、管理運営を任された委員会と
貧困児の教育に直接携わる教師が、教育理念の
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徹底よりも円滑な学校運営や個々の生徒に合う
学習指導を目指した結果、施されたものであっ
た。多様な子ども達を一か所に集め、聖書を唯
一のテキストした読み書き教育を無償で提供す
るという初期教育理念は、早くも修正が加えら
れ、１８世紀末の貧困児教育の現場に適合する形
に調整されていったのである。
次節では任意団体として活動する FDS が抱
えた財政的課題や貧困児教育観の特徴に着目し
ながら、規則改訂後の貧困児教育活動の展開を
追っていく。
３．FDS の学校運営が抱える財政的課題と変容
していく貧困児教育
　寄付募集に利用される貧困児
FDS が開校当初から抱えていたのが、教師の
給与や教室の賃料、テキスト代や文房具など、
学校運営に必要な資金をいかに捻出するかとい
う問題であった。請願失敗により税金による援
助の可能性が絶たれた FDS にとって、会員か
ら徴収する寄付金は生命線であった９）。そのた
め FDS は全体会議の中に寄付募集の特別委員
会を度々設置し、広告を作成するなど対策を練っ
てきた。しかし、その寄付募集戦略も時代と共
に微妙に変化していく。
FDS が開校当初より用いてきた戦略の一つ
に、新聞への掲載や配布を目的とした広告の作
成というものがあった。開校まもない広告にお
いては、これまでも見てきたように、貧困児は、
社会にとって価値のない、むしろ重荷となり社
会の安寧を脅かす「悪徳」にまみれた存在とし
て描かれ、その上で、教育による改良が強調さ
れていた。
このような教育効果の強調という戦略に新た
な動きが見え始めるのは、１７９４年頃の事である。
フィラデルフィアを襲った黄熱病により半年間
ほど休校となっていた日曜学校は再開後、新た
な寄付募集戦略をとっていく。
黄熱病により、FDS は寄付者の死亡や市外転
出など、深刻な財政難に陥る。全体会議は１７９３
年１２月に会議を招集し、学校の再開を決定する
とともに、寄付募集の特別委員会を設置してい
る〔QM：１７９３.１２.２〕。特別委員会が設置された
後、訪問委員会議事録に突如登場したのが、「訪
問委員は、人間の優しい感情を呼び起こし、こ
の組織の支援のための寄付と寄贈を導き出すた
めに、生徒達をまとめていくつかの公共の場に
連れて行く」〔BV：１７９４.２.６〕という文言であっ
た。議事録では、実際に１２０人の生徒が集団で
クェーカー派の集会所にまで行進し、そこでの
生徒の態度は「賞賛すべきもの」であったと報
告がなされている〔BV：１７９４.４.３〕。また６月
には別の教会にも集団で行進したことが報告さ
れている〔BV：１７９４.６.６〕。
同じ年、FDS は長らく中断していた公開試験
の再開を決定する〔BV：１７９４.４.３〕。再開の理
由について特に議事録に記載はないが、当然の
ことながら、学校での学習や良き振る舞い、定
期的な出席を表彰する公開試験も、集団行進と
同様、FDS の教育効果と改良された貧困児を人々
に直接見てもらい、寄付者達の心を揺さぶる好
機であった。その効果もあってか、実際に、特
別委員会設置後、短期間に３９５名の年会員と７
名の生涯会員の寄付が集まったことが全体会議
では報告されている〔QM：１７９４.６.６〕。開校当
初に強調された危険な貧困児像は影を潜め、FDS 
は、改良された貧困児を直接人前に晒して寄付
者達の慈悲心に訴える、という新たな寄付募集
戦略を用いていくのである１０）。
　教師給与をめぐる攻防の中で厳格化する
出席管理
財政難が続く中、寄付募集の強化と共に FDS 
が取り組んだのが、教師給与の見直しであった。
開校当初より、教師の給与は生徒４０人につき年
間３０ポンド、それから４０人増えた場合は１５ポン
ド上乗せと定められていた。しかし、そもそも
授業料も定員もない FDS にとって、この給与
算定法は困難を抱えるものであった。以下見て
いくように、この問題は委員会と教師との間の
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火種となり、教育活動にも影響を与えていく。
１７９４年、FDS は教師との給与交渉を始める。
交渉の中で教師達に提案されたのは、生徒が４０
人を超えた場合は１人増えるごとに年１ドルず
つ追加するが、その代わりに、出席している生
徒の数を毎時間正確に記録せよというものであっ
た〔BV：１７９４.４.３〕。つまり、不定期にしか出
席しない生徒を含む入校者数ではなく、実際に
出席している生徒数を正確に記した出席簿によ
る給与算定が提案された。確実に給与の減額に
繋がるこの提案を教師達は拒否し、この時の給
与改訂は見送られる。しかし、その翌年、この
問題は再燃する。
１７９５年、FDS は法人格取得の準備のため、開
校後４年間の決算報告を行う。そこでは４年間
で男児４５２人、女児５０２人の計９５４人が学び、現
在も男児１００人と女児８０人が学んでいること、
生涯会員３８人、年会員の会費が４年間で１,２２３口
集まったことなどが報告された〔QM：１７９５.１.１３〕。
この他、土地の購入や本の所有数調査など、FDS 
は財政的な整備を進めるが、その中で再浮上し
たのが生徒の出席問題と、FDS の支出の大部分
を占める教師給与の問題であった。
１１月、委員会は教師との協議委員会を発足さ
せ〔BV：１７９５.１１.６〕、生徒の数と学習の熟達と
の関係や、教師の指導効果などについて検討を
重ねる。その結果を報告書としてまとめた協議
委員会は、報告書の冒頭で、「調査の結果、入
学が認められ、リストに名前が載っている生徒
達が不定期にしか出席しないこと以外は、学校
の取り決めに関して何等の変更も必要ない」〔BV：
１７９６.９.２〕という見解を示す。そして生徒の出
席に関しては、紹介状の持参を徹底させること
と、定期的な出席を促す手紙を親達に渡すこと
を決定する〔BV：１７９６.９.２〕。
後日議事録に掲載された親への手紙には次の
ような言葉がある。
本団体がその対象としてふさわしいと考える
子ども達の親や監督者達の多くが、このよう
な人間性あふれる重要な仕事を手助けする必
要性に十分感銘を受けていないのは嘆くべき
状況である。（中略）あなた方の、もしくは
あなた方の監督下にある子ども達の教育は、
あなた方にとって本質的で重要な義務である
ことを忘れないで頂きたい。あなた方はもは
やこの義務を果たす方法が無いと不平を言う
ことはできない。それらは無料で提供され、
しかも、それらを利用するよう求められてい
るのである〔BV：１７９７.５.１７〕。
教育を受けていない全ての貧困児に無償で教育
を提供するという教育理念は、教育を無料で受
けることができるにも関わらず、それを利用せ
ずにいるのは親の義務の怠慢でしかない、もは
や言い訳は通じないと脅しにも近い論理へとす
り替わっている。この後、具体的に、「子ども
達が規則的に出席するよう気を配る」こと、子
ども達に「時間を厳守させること」、子ども達
の「身なりを慎ましやかに、清潔にすること」
が親達への要求事項として記され、最後は、「あ
なた方は、我々団体と協力することで、子ども
達があなた方自身にとって神からの祝福となり、
共同体にとって有益なものとなり、人類に光を
もたらす存在（ornament）へとなることを目
にすることでしょう」と締めくくられる〔BV：
１７９７.５.１７〕。このように、FDS による教育活動
は、親達にまで直接的な形で拡張されていった。
そして生徒の出席の問題は、再び教師達の方
にも向けられる。報告書の最後に協議委員会は、
教師の給与を生徒数に左右されない固定給に変
えることを提案し〔BV：１７９６.９.２〕、半年後、
教師の基本給与を引き上げた上で、教師達に生
徒数の正確な把握を要求する〔BV：１７９７.３.１０〕。
この点について委員会は、「教師達の関心を生
徒の出席をできるだけ多く確保することに向け
ることで、生徒の数も増加させてくれるように
思われる」とその有益性を説明する〔BV：
１７９７.４.４〕。つまり、新しい給与算定法は、生徒
数の正確な把握を教師に求めることで、給与を
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抑制し、同時に多くの給与を得たい教師の手に
よって生徒の出席を確保させる、そういった二
重の意味が込められていた。教師達は結局この
契約書にサインをし、これ以後、給与と直結す
ることとなった生徒の出席は、教師達によって、
より厳格に管理することが期待されていったの
である。
９７年以降の委員会議事録には、学校での生徒
の態度や教師の対応を非難する報告が格段に増
えてくる。それに対して委員会は教師達に真剣
な取り組みを要請したりするなど対策を講じて
いく〔BV：１７９９.３.１〕。しかし、黄熱病の再来
や他の学校との競争など、FDS は更なる問題を
抱えていくのである。
お わ り に
本稿の目的は、FDS の教育活動を、FDS が
掲げた教育理念と実践のずれなどにも着目しな
がら検討することであった。本稿で見てきたよ
うに、公教育理念にも似た FDS の教育理念は、
貧困児教育が実践される中で、徐々に修正され
ていった。再度振り返るならば、宗派中立性の
象徴であった聖書は、子ども達の学習進度に合
わせた指導や学習意欲の喚起といった名目で購
入されていく新たなテキストにより、徐々にそ
の重要性を失っていった。また、全ての貧困児
を対象とするという方針は、不定期出席児童へ
の対応などにより、入校者の選別や出席管理と
いった厳格な方針へと変化していった。
しかし、これら学校規則の改訂に見られる方
針の変化に関して、議事録を分析する中で何よ
りも見えてきたのは、団体の教育理念や象徴と
しての聖書よりも、子ども達の学習を優先する
専門教師達の姿であり、生徒の出席と直結した
給与の問題を軸に衝突する教師と訪問委員会の
姿であった。また、脆弱な財政基盤と法的後ろ
盾を欠く任意団体であるが故に、FDS は教師の
給与問題をきっかけに、定期的な出席を約束さ
せる紹介状の提出要求や親への手紙など、貧困
児達の就学を厳格に管理、強制していく方向に
向かうが、それらも公教育理念に似た「教育的
実験」を任意団体として遂行する上で生じた無
理や綻びを繕うために FDS がとった方策であ
り、社会統制論者が主張するような、貧困児へ
の統制の強化を第一義としたものではなかった。
もう一つ、FDS の教育実践の分析を通して見
えてきたのは、18世紀末の貧困児像の多層性や
貧困児教育観の複雑性であった。FDS が開校当
初強調したのは、社会の安寧を脅かす、無知で
危険な社会の重荷として放置された貧困児像で
あった。しかし、教育活動を展開する中で、FDS 
は想定通りに出席しない貧困児に手を焼きなが
らも、教育を通して変化する貧困児を目にし、
むしろそのような貧困児を、人々の心を揺さぶ
り、慈悲心を呼び起こす存在として寄付募集に
積極的に利用していった。したがって、貧困児
は決して FDS の設立者や役員達の思惑通りに
振る舞い、統制されるだけの無力な存在ではな
かった。
そもそもラッシュら設立者達は、建国期の公
教育論議と同様、教育に大きな信頼を寄せ、楽
観的に教育の力を信じていた。その証拠に、FDS 
は男女問わず貧困児達に、読み、そして書き方
まで教授し、高度な読み物も躊躇なく、むしろ
学習進度に合わせる形で積極的に購入していた。
１８世紀後半のアメリカは、貧困者の社会上昇へ
の懸念から、貧困者への教育提供を懐疑的に捉
える立場が依然として存在する一方で、経済的
有用性や社会統制的機能など、貧困児教育の積
極的な意義も新たに認識されていく時代であっ
た（乙須［２００６］）（Monaghan［２００７］）（Sundue
［２００７］）。FDS の教育活動からは、そのような
複雑に揺れ動く１８世紀末の貧困児教育観の特徴
が見えてくるのである。
注
１）近代公教育は良く知られるように、一般的に
「義務性（平等性）」、「無償性」、「中立性（政治的、
宗教的）」の原則によって成り立つ。独立期及び
建国期には、共和国アメリカを支える「共和国市
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民」を育成するため、全ての子ども達が無償で通
うことのできる学校を税金によって設立する公教
育制度計画、いわゆる国民教育制度案がトマス・
ジェファソン（Thomas Jefferson）やベンジャミ
ン・ラッシュ（Benjamin Rush）ら多くの論者に
よって出された。しかし、その計画はマサチュー
セッツ等北部諸州を除いてほとんど制度化される
ことなく、ペンシルヴェニア州においてもラッシュ
の公教育制度計画が実行に移されることはなかっ
た。本稿は、上記のような状況の中、税金による
学校設置ではないものの、貧困児を中心とする全
ての子ども達に、宗派中立的な教育を、日曜学校
を通して無償で提供することを試みた FDS の教
育活動に着目するものである。FDS とペンシルヴェ
ニア公教育史との関係については、乙須（２０１７）
で論じている。
２）社会統制論的研究の問題点と近年の貧困児教育
史研究の動向は、乙須（２０１７）を参照されたい。
３）レイニア（１９８０）（１９９６）や、コモン・スクー
ル論の「人格形成概念」の系譜を論じた田中（２００５）
はいずれもラッシュと FDS との関係に触れてい
るが、教育活動の詳細な分析を行っている訳では
ない。
４）フィラデルフィア発行の新聞 General Advertiser 
からの引用は本文中に〔GA：年.月.日〕と記載す
る。
５）FDS の全体会議録（Minutes, １７９０１８５８.）か
らの引用は本文中に〔QM：年.月.日〕と記載す
る。
６）FDS の学校訪問委員会議事録（Bd. of Visitors 
minutes, １７９１１８３５.）からの引用は本文中に〔BV：
年.月.日〕と記載する。なお、全体会議録と訪問
委員会議事録は手書きであるため、１８１０年と１８１３
年にFDSが出版した活動概要の小冊子も補足的に
参照する（FDS 史料はいずれも Presbyterian 
Historical Society 所蔵）。
７）FDS は１７９１年５月に３校目をサザーク地方に開
校するが、その後閉校し、新たな教師サドゥース・
ブラウン（Thaddeus Brown）を迎えて１７９３年７
月に同じくサザーク地方に学校を開校している
〔BV：１７９３.７.４〕。
８）生徒の年齢と学習との関係性については、年長
者と年少者のいずれにもその教育効果を認める主
張が議事録には存在している。
９）１７９０年代後半の職人身分の靴職人の年収が１１７
ポンド（３１２ドル）であったことを考えると、FDS
の年会費１ドルは安いものではなかった（Smith
［１９９０：１１９］）。
１０）集団行進はイギリスのチャリティ・スクール
が採用してきたものであったが、FDS 設立直前期
にはこのような大規模な見世物は批判の対象と
なっていた（Cunningham［１９９１：３８４９］）（乙
須［２０１７：２０２１］）。
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